
諷
刺
作
家
の
誕
生
（
一
）	

	

―
初
期
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
思
想

―岸

本

広

司

は
じ
め
に

　

一
六
九
九
年
八
月
に
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
を
去
っ
た
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
（Jonathan Sw

ift, 1667-1745

）
は
、
ラ
ラ
カ
ー

の
教
区
牧
師
や
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
の
参
事
会
員
に
な
り
、
聖
職
者
と
し
て
の
道
を
本
格
的
に
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
の

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
聖
務
の
傍
ら
著
作
活
動
を
行
い
、
や
が
て
諷
刺
作
家
と
し
て
世
に
出
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
諷
刺
作
家
に

な
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
諸
著
作
の
執
筆
経
緯
、
作
品
の
読
解
等
を
通
し
て
初
期
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
の
テ
ン
プ
ル
邸
を
去
る
ま
で
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
考
察
し
て
き
た（

（
（

。
本
論
に
入

る
に
先
立
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

ダ
ブ
リ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
修
士
号
取
得
を
目
指
し
て
い
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
名
誉
革
命
の
余
波
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
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騒
然
と
な
っ
た
た
め
、
一
六
八
九
年
一
月
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
逃
れ
た
。
レ
ス
タ
ー
で
暮
ら
す
母
親
の
も
と
で
数
カ
月
間
過
ご
し
た
彼

は
、
や
が
て
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ン
プ
ル
（Sir W

illiam
 T

em
ple, 1628-99

）
の
屋
敷
に
向
か
っ
た
。
息
子
の
将
来
を
案
じ
た

母
親
が
、
テ
ン
プ
ル
を
頼
っ
て
い
く
こ
と
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。
テ
ン
プ
ル
は
、
三
国
同
盟
や
ナ
イ
メ
ー
ヘ
ン
条
約
の
締
結
に
尽
力
し

た
一
七
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
代
表
す
る
外
交
官
で
あ
る
。
端
正
な
文
体
で
多
く
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
た
文
人
と
し
て
も
、
庭
園
理
論

に
一
家
言
を
持
つ
造
園
家
と
し
て
も
、
ま
た
、
恋
人
ド
ロ
シ
ー
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
（D

orothy O
sborne, 1627-95

）
の
手
紙
の
名
宛
人

と
し
て
も
有
名
で
あ
る（

（
（

。
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
訪
ね
た
と
き
、
テ
ン
プ
ル
は
す
で
に
一
切
の
公
職
か
ら
退
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
南
部
に
接
す
る

サ
リ
ー
州
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
（M

oor Park

）
で
隠
遁
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
二
二
歳
の
と
き
に
テ
ン
プ
ル
の
秘
書

と
な
る
。
そ
し
て
九
九
年
八
月
ま
で
、
彼
の
屋
敷
で
断
続
的
に
六
年
あ
ま
り
過
ご
し
た
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
、
テ
ン
プ
ル
と
の
出
会
い
は
人
生
上
の
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
滞
在
中
、
大
陸
に
ま

で
令
名
を
馳
せ
た
こ
の
英
国
紳
士
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
運
命
的
な
女
性
と
言
う
べ
き

エ
ス
タ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Esther, or H

ester Johnson, 1681-1728

）
と
巡
り
会
っ
て
い
る
。
エ
ス
タ
ー
は
テ
ン
プ
ル
家
の
使
用

人
の
娘
で
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
よ
り
一
四
歳
年
下
、
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
も
の
の
聡
明
で
愛
ら
し
い
少
女
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
家
に
入
っ

た
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
教
育
係
と
し
て
エ
ス
タ
ー
に
読
み
書
き
を
教
え
た
が
、
実
は
こ
の
少
女
こ
そ
が
、
の
ち
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
ス
テ
ラ

（Stella

）
の
愛
称
で
呼
び
、
一
連
の
書
簡
『
ス
テ
ラ
へ
の
日
記
』（T

he Jounal to Stella, 1766-68, w
rit. 1710-13

）
を
書
き
送
っ

た
恋
人
（
一
説
に
よ
れ
ば
秘
密
の
結
婚
相
手
）
で
あ
る
。

　

テ
ン
プ
ル
邸
を
訪
れ
た
翌
一
六
九
一
年
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
生
涯
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
メ
ニ
エ
ー
ル
病
を
発
症
し
た
。
彼
は

転
地
療
養
と
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
就
職
活
動
を
兼
ね
て
、
一
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
帰
っ
た
。
同
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
に
な

る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
症
状
は
良
く
な
ら
ず
、
就
職
も
期
待
ど
お
り
に
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
年
の

暮
れ
に
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
へ
戻
っ
た
。
当
時
の
テ
ン
プ
ル
は
、
庭
作
り
と
執
筆
活
動
に
専
念
し
て
い
た
。
秘
書
と
し
て
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
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の
主
た
る
仕
事
は
、
テ
ン
プ
ル
の
代
筆
や
原
稿
の
整
理
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
手
紙
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事

は
、テ
ン
プ
ル
か
ら
歴
史
・
政
治
・
文
学
な
ど
の
知
識
を
吸
収
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。ま
た
、テ
ン
プ
ル
の
蔵
書
を
読
み
あ
さ
っ

て
勉
学
に
い
そ
し
ん
だ
。
テ
ン
プ
ル
の
影
響
下
で
、
何
編
か
の
ピ
ン
ダ
ロ
ス
風
頌
詩
や
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
・
カ
プ
レ
ッ
ト
を
書
い
た
の
も
こ

の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

テ
ン
プ
ル
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
能
力
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
文
学
修
士
号
を
取
得
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
テ
ン
プ
ル
の
名
代
と
し
て
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
宮
殿
に
派
遣
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
や
側
近
に
「
三
年
制
議
会
法
」
に
関

連
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
を
進
講
さ
せ
て
い
る
。
だ
が
こ
う
し
た
テ
ン
プ
ル
の
高
い
評
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
尊
心
の
強
い
ス
ウ
ィ

フ
ト
は
、
テ
ン
プ
ル
家
で
使
用
人
扱
い
さ
れ
る
こ
と
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
だ
い
に
テ
ン
プ
ル
か
ら
の
独
立
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
。
一
六
九
四
年
五
月
に
は
、
テ
ン
プ
ル
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
の
屋
敷
を
飛
び
出
し
た
。
そ
し
て
翌
年

の
一
月
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
近
郊
キ
ル
ル
ー
ト
（K

ilroot

）
の
教
区
牧
師
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
テ
ン
プ
ル
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
。
だ
が
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
寒
村
で
の
生
活
は
、
二
八
歳
の
若
者

に
と
っ
て
必
ず
し
も
快
適
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
数
カ
月
で
飽
き
て
し
ま
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
戻
っ
た（

（
（

」
と
自
伝
で
書
い
て
い

る
。
キ
ル
ル
ー
ト
で
の
滞
在
は
、
わ
ず
か
一
年
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
九
六
年
五
月
に
は
、
テ
ン
プ
ル
の
屋
敷
に
舞
い
戻
っ
て
い
る
。
三

度
目
の
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
で
あ
る
が
、テ
ン
プ
ル
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。彼
は
今
や
テ
ン
プ
ル
に
と
っ
て
欠
き
得
ぬ
存
在
と
な
っ

て
い
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
も
、
こ
の
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
期
は
豊
穣
で
あ
っ
た
。
初
期
の
傑
作
『
桶
物
語
』（A

 T
ale of a T

ub, 

1704

）
を
執
筆
し
て
、
諷
刺
作
家
と
し
て
の
礎
を
築
い
た
の
は
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
五
歳
に
な
っ
た
ス
テ
ラ
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
。
一
六
九
九
年
一
月
に
、
テ
ン
プ

ル
が
七
一
歳
で
死
去
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
パ
ト
ロ
ン
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き
を
境
に
、
ス
ウ
ィ

フ
ト
の
新
た
な
人
生
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
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一　

若
き
野
心
家

１　

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
野
心

　

テ
ン
プ
ル
の
死
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
人
生
の
分
岐
点
と
な
っ
た
。
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
時
代
は
、
良
く
も
悪
く
も
テ
ン
プ
ル
の

影
響
下
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
、
パ
ト
ロ
ン
に
遠
慮
し
た
り
そ
の
目
を
意
識
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
の
び
の
び
と
生
き
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
自
分
の
人
生
は
自
分
で
切
り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

一
六
九
九
年
の
テ
ン
プ
ル
の
死
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
の
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
の
首
席
司
祭
に
就
任
す
る
ま
で
の
一
四
年
間
は
、
ス
ウ
ィ

フ
ト
に
と
っ
て
地
位
と
名
誉
を
求
め
て
の
長
い
闘
い
の
日
々
で
あ
っ
た
。
彼
の
野
心
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
可
能
な
か
ぎ
り
高
位
の
聖

職
に
就
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
テ
ン
プ
ル
は
生
前
、
カ
ン
タ
ベ
リ
か
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
大
聖
堂
参
事
会
員
の
ポ
ス
ト
を
ス
ウ
ィ
フ

ト
に
与
え
る
と
い
う
約
束
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
か
ら
と
っ
て
く
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
テ
ン
プ
ル
の
死
後
ほ
ど
な
く
し

て
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
、約
束
の
履
行
を
求
め
て
国
王
に
請
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。そ
の
提
出
に
あ
た
っ

て
国
王
へ
の
口
添
え
を
約
束
し
た
の
が
、
テ
ン
プ
ル
と
交
友
の
あ
っ
た
五
八
歳
の
ロ
ム
ニ
ー
伯
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ド
ニ
ー
（H

enry 

Sidney, 1st Earl of Rom
ney, 1641-1704

）
で
あ
る
。

　

ロ
ム
ニ
ー
は
オ
レ
ン
ジ
公
へ
の
招
聘
状
を
書
い
た
七
名
の
貴
顕
の
一
人
で
、
名
誉
革
命
を
成
功
さ
せ
た
功
労
者
で
あ
る
。
革
命
後
は

ウ
ィ
リ
ア
ム
三
世
に
厚
遇
さ
れ
、
軍
人
と
し
て
重
要
ポ
ス
ト
に
就
く
と
と
も
に
、
一
六
九
二
年
か
ら
九
三
年
ま
で
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総

督
（Lord Lieutenant of Ireland

）
の
地
位
に
も
あ
っ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
華
々
し
い
経
歴
の
持
ち
主
の
斡
旋
で
あ
る
。
当
然
ス
ウ
ィ
フ
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ト
は
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
将
来
に
関
わ
る
重
要
事
を
こ
の
人
物
に
委
ね
た
の
が
間
違
い
で
あ
っ
た
。
ロ

ム
ニ
ー
は
道
徳
的
に
問
題
が
あ
り
、
仕
事
を
黙
々
と
誠
実
に
こ
な
し
て
い
く
よ
う
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
彼
を
擁
護
し
て
い
た
神
学

者
兼
歴
史
家
の
ギ
ル
バ
ー
ト
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
（Gilbert Burnet, 1643-1715

）
で
す
ら
、「
彼
は
あ
ま
り
に
も
道
楽
に
耽
っ
た
の
で
、

心
を
集
中
さ
せ
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

（
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
は
た
せ
る
か
な
、
数
カ
月
待
っ
て
も
朗
報
は
な
か
っ

た
。
責
任
意
識
の
低
い
ロ
ム
ニ
ー
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
た
め
に
何
の
骨
折
り
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
自
伝
で
、「
ロ

ム
ニ
ー
伯
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
氏
へ
の
強
い
友
情
を
公
言
し
、
彼
の
請
願
を
支
援
す
る
と
約
束
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
年
老
い
て
意
地
悪

く
、
誠
実
さ
や
名
誉
の
感
覚
を
欠
如
し
た
こ
の
無
教
養
な
放
蕩
者
は
、
王
に
一
言
の
口
添
え
も
し
な
か
っ
た（

（
（

」
と
書
い
て
い
る
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
ロ
ム
ニ
ー
の
空
約
束
が
よ
ほ
ど
腹
に
据
え
か
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
件
が
あ
っ
た
一
六
九
九
年
に
、「
問
題
」

（
“The Problem

,

” 1746

）
と
題
し
た
六
〇
行
か
ら
成
る
諷
刺
詩
を
書
い
て
い
る（

（
（

。
諷
刺
さ
れ
て
い
る
の
は
、
三
人
の
愛
人
に
囲
ま
れ

た
一
人
の
貴
族
で
あ
る
。
好
色
な
そ
の
貴
族
は
、
欲
情
す
る
と
ガ
ス
が
腸
内
に
充
満
し
、
や
が
て
強
烈
な
臭
い
を
放
つ
獣
的
な
人
間
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
に
は
鼓
腸
、
肛
門
、
放
屁
、
悪
臭
と
い
っ
た
ス
カ
ト
ロ
ジ
カ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
が
横
溢
し
、
そ
れ
自
体
、

放
蕩
貴
族
に
対
す
る
辛
辣
な
諷
刺
と
な
っ
て
い
る
。
攻
撃
さ
れ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ロ
ム
ニ
ー
伯
で
あ
る
。
ロ
ム
ニ
ー
は

ハ
ン
サ
ム
で
、
名
だ
た
る
道
楽
者
で
あ
り
、
多
く
の
女
性
と
情
事
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
彼
の
最
初
の
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー

詩
と
言
う
べ
き
こ
の
「
問
題
」
で
、
ロ
ム
ニ
ー
を
発
情
す
る
と
特
有
の
臭
い
を
放
つ
動
物
と
同
一
次
元
に
ま
で
引
き
下
げ
て
い
る
。
そ

し
て
本
能
だ
け
で
生
き
る
畜
類
へ
と
貶
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
束
を
反
故
に
さ
れ
た
悔
し
さ
を
晴
ら
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

詩
の
草
稿
に
は
「
恋
を
し
て
い
る
と
き
、
か
の
ロ
ム
ニ
ー
伯
シ
ド
ニ
ー
は
悪
臭
を
放
つ
」（
“That Sidney, Earl of Rom

ney Stinks, 

W
hen H

e Is in Love

”）
と
い
う
副
題
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
怒
り
と
失
意
の
う
ち
に
あ
っ
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
第
二
代
バ
ー
ク
リ
ー
伯
（Charles Berkeley, 2nd Earl of Berkeley, 

1649-1710

）
か
ら
あ
る
誘
い
を
受
け
た
。
バ
ー
ク
リ
ー
家
の
チ
ャ
プ
レ
ン
（
礼
拝
堂
付
き
牧
師
）
兼
私
設
秘
書
に
な
っ
て
、
ア
イ
ル
ラ

諷刺作家の誕生（一）5
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ン
ド
へ
一
緒
に
行
か
な
い
か
と
い
う
誘
い
で
あ
る
。
バ
ー
ク
リ
ー
伯
は
外
交
官
、
グ
ロ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー
の
首
席
治
安
判
事
（Custos 

Rotulorum

）、
枢
密
顧
問
官
（Privy Councillor

）
な
ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
、
こ
の
と
き
五
〇
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
が
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
高
等
法
院
判
事
（Lord Justice of Ireland

）
に
任
命
さ
れ
、
ダ
ブ
リ
ン
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
高
等
法
院
判
事
と

は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
督
が
不
在
な
い
し
死
去
し
た
と
き
に
、
一
時
的
に
そ
の
代
理
人
と
し
て
統
治
す
る
高
位
の
官
職
の
こ
と
で
あ
る
。

通
常
は
二
名
な
い
し
三
名
か
ら
成
り
、
行
政
官
の
監
督
、
治
安
の
管
理
、
官
職
・
叙
爵
・
年
金
に
関
す
る
助
言
等
を
行
う
こ
と
を
任
務

と
し
て
い
た（

（
（

。
バ
ー
ク
リ
ー
伯
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
声
を
か
け
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
テ
ン
プ
ル
家
を
離
れ

た
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
経
済
的
に
早
く
自
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
ポ
ス
ト
に
就
け
ば
、
総
督
府
の
置
か
れ
て
い
る
ダ
ブ

リ
ン
城
で
政
界
の
有
力
者
と
交
わ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
培
っ
た
人
脈
を
通
し
て
よ
り
高
い
聖
職
位
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
た
。
か
く
し
て
彼
は
、
こ
の
誘
い
を
即
座
に
受
け
入
れ
る
。

　

一
六
九
九
年
八
月
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
バ
ー
ク
リ
ー
に
随
行
し
て
ブ
リ
ス
ト
ル
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
。
だ
が
今
回
も
失
望

さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
ア
ー
サ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
（A

rthur Bushe

）
と
い
う
人
物
が

「
伯
に
う
ま
く
取
り
入
っ
て
、
秘
書
と
い
う
ポ
ス
ト
は
聖
職
者
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
ば
か
り
か
、
教
会
内
で
の
昇
進
だ
け
を
目
指
し
て

い
る
人
間
に
は
そ
の
ポ
ス
ト
は
何
の
益
に
も
な
ら
な
い
、
と
伯
に
進
言
し
た（

（
（

」
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
税
関
事

務
所
に
勤
め
る
役
人
で
あ
っ
た
。
年
収
八
〇
〇
ポ
ン
ド
の
税
務
局
長
に
な
り
た
が
っ
て
い
た
が
、
猟
官
運
動
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
た

め
、
方
針
転
換
し
て
バ
ー
ク
リ
ー
の
秘
書
ポ
ス
ト
の
獲
得
に
狙
い
を
定
め
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
ブ
ッ
シ
ュ
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
よ
り
年
長
で
、
経

験
も
豊
富
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ク
リ
ー
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
以
上
に
使
え
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
、「
下
手
な
言
い
訳
を
し
た
あ
と
、
こ
の

職
を
他
の
人
間
〔
ブ
ッ
シ
ュ
〕
に
与
え
た
の
で
あ
っ
た（

（1
（

」。
バ
ー
ク
リ
ー
と
ブ
ッ
シ
ュ
に
対
す
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
怒
り
は
激
し
か
っ
た
。

彼
は
こ
の
と
き
も
、「
発
見
」（
“The D

iscovery,

” 1746, w
rit. 1699

）
と
題
し
た
二
行
連
句
の
短
詩
を
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
二
人
、

と
り
わ
け
巧
み
に
裏
を
か
い
た
ブ
ッ
シ
ュ
に
諷
刺
の
矢
を
放
っ
て
い
る（

（1
（

。
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世
紀
が
変
わ
っ
た
一
七
〇
〇
年
一
月
末
に
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
（D

ean

）
が
死
去
し
た
。
直
ち
に
後
任
選
び
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
任
命
権
を
持
つ
の
は
高
等
法
院
の
判
事
で
あ
る
。
バ
ー
ク
リ
ー
伯
も
当
然
そ
の
権
限
を
有
し
て
い
た
。
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

位
置
す
る
デ
リ
ー
（D

erry

）
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
教
会
（Church of Ireland

）
の
中
で
も
最
も
豊
か
な
主
教
区
の
一
つ
で
あ
る
。

バ
ー
ク
リ
ー
家
の
チ
ャ
プ
レ
ン
以
外
に
職
を
持
っ
て
い
な
い
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
こ
の
首
席
司
祭
の
ポ
ス
ト
を
熱
望
し
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
結
果
は
ま
た
も
や
期
待
は
ず
れ
で
あ
っ
た
。「〔
私
設
秘
書
の
ポ
ス
ト
を
ブ
ッ
シ
ュ
に
横
取
り
さ
れ
て
〕
数
カ
月
経
っ
た

頃
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
の
席
が
空
い
た
。
そ
の
ポ
ス
ト
を
決
め
る
の
は
バ
ー
ク
リ
ー
伯
で
あ
る
。
し
か
し
、
秘
書
〔
ブ
ッ
シ
ュ
〕
が

賄
賂
を
受
け
取
り
、
そ
の
首
席
司
祭
の
席
を
他
の
人
間
〔
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
〕
に
与
え
て
し
ま
っ
た（

（1
（

」。
ス
ウ
ィ
フ
ト
伝
の
多
く
は
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
こ
の
文
章
を
基
に
人
選
の
経
緯
を
伝
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
具
体
的
な
の
は
、
ト
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ダ
ン
（T

hom
as 

Sheridan, 1719-88

）
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ダ
ン
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
職
を
自
分
に
与
え
て
ほ
し
い
と
バ
ー

ク
リ
ー
伯
に
申
し
出
た
。
だ
が
伯
は
、
そ
の
件
に
つ
い
て
は
す
で
に
ブ
ッ
シ
ュ
と
話
が
つ
い
て
お
り
、
彼
が
そ
れ
を
別
な
者
に
与
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
、
ブ
ッ
シ
ュ
と
話
し
合
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
返
答
し
た
。
そ
こ
で
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
す
ぐ
さ
ま
ブ
ッ
シ
ュ

と
会
っ
て
自
分
の
希
望
を
伝
え
た
。
す
る
と
ブ
ッ
シ
ュ
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。
そ
の
ポ
ス
ト
を
あ
る
人
物
に
与
え

る
と
、
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
同
額
の
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
支
払
っ
て
く
れ
る
な
ら
、
あ
な
た
に
そ
の

席
を
与
え
て
も
よ
い
。
こ
れ
を
聞
い
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
こ
の
上
な
い
侮
辱
と
感
じ
て
激
怒
し
た
。
そ
し
て
バ
ー
ク
リ
ー
伯
と
グ
ル
に

な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
考
え
、「
こ
ん
畜
生
、
二
人
組
の
悪
党
に
し
て
や
ら
れ
た
」
と
毒
づ
き
な
が
ら
部
屋
か
ら
出
て
行
っ
た（

（1
（

。

　

こ
の
件
に
関
す
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
記
述
、
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
い
た
シ
ェ
リ
ダ
ン
た
ち
の
説
明
は
事
実
と
は
い
さ
さ
か
異
な
っ
て
い

る
。
た
し
か
に
、
バ
ー
ク
リ
ー
伯
は
首
席
司
祭
の
任
命
権
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
高
等
法
院
の
判
事
は
ほ
か
に
も
二
名
い
て
、
バ
ー
ク

リ
ー
伯
一
人
で
選
任
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
一
件
に
は
、
ル
イ
ス
・
Ａ
・
ラ
ン
ダ
（Louis A

. Landa

）
や
ア
ー
ヴ
ィ

ン
・
エ
ー
レ
ン
プ
ラ
イ
ス
（Irvin Ehrenpreis

）
が
言
う
よ
う
に
、
デ
リ
ー
主
教
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ン
グ
（W

illiam
 K

ing, 1650-
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1729

）
と
ダ
ブ
リ
ン
大
主
教
の
ナ
ー
シ
サ
ス
・
マ
ー
シ
ュ
（N

arcissus M
arsh, 1638-1713

）
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た（

（1
（

。
ス
ウ
ィ
フ

ト
よ
り
一
七
歳
年
長
の
キ
ン
グ
は
、
ダ
ブ
リ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
を
出
た
あ
と
聖
職
に
就
き
、
一
六
八
九
年
に
聖
パ
ト
リ
ッ

ク
大
聖
堂
の
首
席
司
祭
（
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
就
任
は
一
七
一
三
年
）、
そ
の
二
年
後
に
は
デ
リ
ー
主
教
、
そ
し
て
一
七
〇
三
年
に
は
ダ
ブ
リ

ン
大
主
教
に
ま
で
出
世
す
る
人
物
で
あ
る
。
キ
ン
グ
は
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
関
係
が
深
く
、
二
人
は
し
ば
し
ば
衝
突
し
な
が
ら
も
、
や
が
て

と
も
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
愛
国
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。い
ま
一
人
の
マ
ー
シ
ュ
は
、ス
ウ
ィ
フ
ト
が
ダ
ブ
リ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・

カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
と
き
の
学
長
で
、
学
生
た
ち
に
「
学
長
の
論
理
学
」（Provostʼs 

Logic

）
と
呼
ば
れ
た
『
論
理
学
教
程
』

（Institutiones logicae: In usum
 juventutis academ

icae D
ubliniensis, 1681

）
の
著
者
で
あ
る
。
一
六
八
三
年
に
学
長
職
を

辞
し
た
あ
と
は
も
っ
ぱ
ら
聖
職
者
と
し
て
の
コ
ー
ス
を
歩
み
、
九
一
年
に
キ
ャ
シ
ェ
ル
大
主
教
、
九
四
年
に
ダ
ブ
リ
ン
大
主
教
（
キ
ン

グ
の
前
任
）、
一
七
〇
三
年
に
は
「
全
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
座
主
教
」（Prim

ate of A
ll Ireland

）
で
あ
る
ア
ー
マ
ー
大
主
教
に
ま
で

上
り
詰
め
る
人
物
で
あ
る（

（1
（

。

　

ラ
ン
ダ
に
よ
れ
ば
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
が
死
去
す
る
と
、
キ
ン
グ
主
教
は
高
等
法
院
判
事
の
バ
ー
ク
リ
ー
伯
と
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
伯

（H
enry de M

assue, 1st Earl of Galw
ay, 1648-1720

）、
お
よ
び
マ
ー
シ
ュ
大
主
教
に
後
任
の
人
選
を
速
や
か
に
行
う
よ
う
要
請

し
た
。
キ
ン
グ
が
望
ん
だ
の
は
、
敬
虔
で
思
慮
深
く
、
学
識
豊
か
な
人
物
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
キ
ン
グ
の
頭
の
中
に
は
、

推
薦
し
た
い
候
補
者
が
五
名
い
た
。
バ
ー
ク
リ
ー
と
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
に
は
具
体
的
な
名
前
は
伝
え
て
い
な
い
。
だ
が
マ
ー
シ
ュ
に
は
五

人
の
名
前
を
挙
げ
、
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
伝
え
た
。
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
ト
リ
ム
の
教
区
主
任
牧
師
ジ
ョ
ン
・

ス
タ
ー
ン
（John Stearne [Sterne], 1660-1745

）、
コ
ー
ク
の
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
教
区
代
理
牧
師
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ン
グ

（Edw
ard Synge, 1659-1741

）、
ラ
ト
ー
ス
と
ラ
ラ
カ
ー
の
教
区
代
理
牧
師
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
（John Bolton, c. 1656-1724

）

ほ
か
二
名
で
、
そ
こ
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
名
前
は
な
か
っ
た（

（1
（

。
候
補
者
の
中
で
、
最
も
有
力
視
さ
れ
た
の
は
ボ
ル
ト
ン
で
あ
っ
た
。
彼
は

ス
ウ
ィ
フ
ト
よ
り
一
一
歳
年
長
で
、
神
学
博
士
号
を
有
し
、
聖
職
歴
は
す
で
に
二
二
年
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
よ
り
は
る
か
に
有
利
な
立
場
に
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あ
っ
た
。
し
か
し
ボ
ル
ト
ン
は
、
ゴ
ー
ル
ウ
ェ
イ
伯
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
と
き
、
当
初
は
そ
れ
を
断
っ
て
い
た
。
収
入
面
で
恵
ま

れ
た
ラ
ト
ー
ス
と
ラ
ラ
カ
ー
の
聖
職
禄
を
放
棄
し
て
、
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
遠
く
離
れ
た
北
部
の
主
教
区
へ
移
動
す
る
こ
と
な
ど
、
彼
に
は

お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
マ
ー
シ
ュ
は
、
ボ
ル
ト
ン
を
説
得
す
る
た
め
、
首
席
司
祭
職
と
ラ
ト
ー
ス
の
聖
職

禄
兼
領
を
認
め
る
と
い
う
妥
協
案
を
高
等
法
院
に
提
示
し
た
。
高
等
法
院
も
そ
の
案
を
受
け
入
れ
、
か
く
し
て
ボ
ル
ト
ン
の
就
任
が
正

式
に
決
ま
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
れ
が
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
選
任
の
経
緯
で
あ
る
。
ボ
ル
ト
ン
は
必
ず
し
も
首
席
司
祭
職
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
デ

リ
ー
へ
行
く
の
も
決
し
て
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ボ
ル
ト
ン
が
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
も
の
賄
賂

を
渡
し
て
首
席
司
祭
の
席
を
手
に
入
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
ま
た
、
バ
ー
ク
リ
ー
伯
だ
け
が
任
命
権
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
も
、
選
考

を
主
導
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
選
考
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
聖
職
禄
兼
領
（pluralism
）
は
そ
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
多
く
の
教
区
で
ご
く
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
ラ
ト
ー
ス
と
デ
リ
ー
は
一
二
五
マ
イ
ル
以
上
も
離
れ
て
い
る
。
地
理
的
に
こ
れ
ほ
ど
離
れ
た
教
区
の
兼
領
は
、
さ
す
が
に
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
教
区
牧
師
職
に
就
い
て
い
な
い
ス
ウ
ィ
フ
ト
な
ら
ば
、
兼
領
に
伴
う
問
題
が
起
こ
る
心
配
な
ど
ま
っ
た
く
な

い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ル
ト
ン
が
選
任
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
点
で
も
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
最
初
か
ら
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
自
伝
の
記
述
を
額
面
ど
お
り
に
受
け
取
る
べ
き
で
は
な
い
。
バ
ー
ク
リ
ー
家

の
チ
ャ
プ
レ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
は
ま
っ
た
く
声
が
か
か
ら
ず
、
し
か
も
か
な
り
の
自
信
家
で
、
自
分
の
よ
う
な
才
能

あ
る
者
に
は
高
い
地
位
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
類
の
人
間
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
屈
辱
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
度
重
な
っ
て
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
損
な
っ
た
原
因
は
、
自
分
の
側
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の
外
部
に
、
こ
の
場
合
は
バ
ー
ク
リ
ー
伯
と
ブ
ッ
シ
ュ
に
あ
る
と
考
え
て
も
さ
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の

よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
己
の
弱
点
や
問
題
点
を
直
視
し
な
く
て
も
済
む
か
ら
で
あ
る
。
自
伝
「
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
家
系
」（
“The 
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Fam
ily of Sw

ift,

” 1755, w
rit. 1727 or 29

）
は
、「〔
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
〕
表
向
き
の
口
実
は
、
彼
が
若
す
ぎ
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
す
で
に
三
〇
歳
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（

（1
（

」
と
い
う
文
章
で
終
わ
っ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
も
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
が
自
己
弁
護
し
、
己
を
正
当
化
す
る
た
め
の
一
文
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
選
を
実
質
的
に
主
導
し
た
キ
ン
グ
主
教
や
マ
ー
シ
ュ
大
主
教
に
は
、
お
そ
ら
く
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
人
柄
が
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
キ
ン
グ
主
教
が
首
席
司
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
の
は
、
誠
実
で
着
実
に
職
務
を
こ
な
し
て
い
く
タ

イ
プ
の
人
間
で
あ
っ
た
。
真
面
目
さ
で
通
っ
て
い
た
マ
ー
シ
ュ
大
主
教
も
同
様
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
は
、
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
カ
ペ
ル

（Sir H
enry Capel, 1638-96

）
に
推
薦
し
て
も
ら
っ
て
よ
う
や
く
手
に
入
れ
た
キ
ル
ル
ー
ト
の
聖
職
禄
を
、
そ
こ
で
の
生
活
に
飽
き

た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
わ
ず
か
一
年
あ
ま
り
で
い
と
も
簡
単
に
投
げ
出
し
た
り
、
よ
り
高
い
地
位
に
就
く
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い

上
昇
志
向
の
強
い
野
心
家
は
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
人
間
だ
と
は
と
う
て
い
思
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
が
、
ス

ウ
ィ
フ
ト
が
最
初
か
ら
候
補
者
の
リ
ス
ト
に
入
ら
な
か
っ
た
真
の
理
由
で
あ
ろ
う
。か
く
し
て
、ス
ウ
ィ
フ
ト
は
熱
望
し
て
い
た
デ
リ
ー

の
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
も
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
失
望
を
味
わ
い
、
怒
り
を
覚
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
そ
う
し

た
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
光
明
が
差
す
。
ボ
ル
ト
ン
の
デ
リ
ー
へ
の
移
動
に
伴
っ
て
、
彼
の
保
持
し
て
い
た
ラ
ラ
カ
ー
の
教
区
牧
師
の
席
が
空

き
、
そ
の
ポ
ス
ト
が
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
回
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

２　

ラ
ラ
カ
ー
の
牧
師

　

⑴　

ラ
ラ
カ
ー

　

ラ
ラ
カ
ー
（Laracor

）
と
ラ
ト
ー
ス
（Ratoath

）
の
聖
職
禄
を
兼
領
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
は
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
就

任
に
伴
っ
て
、
ラ
ト
ー
ス
よ
り
も
収
入
の
少
な
い
ラ
ラ
カ
ー
を
手
放
し
た
。
そ
の
結
果
、
ラ
ラ
カ
ー
の
ポ
ス
ト
が
空
席
と
な
っ
た
が
、

そ
の
席
は
程
な
く
し
て
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
口
利
き
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
バ
ー
ク
リ
ー
伯
で
あ
ろ
う
。
ラ
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ラ
カ
ー
は
ミ
ー
ズ
主
教
区
（D

iocese of M
eath

）
に
属
し
、
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
北
西
約
二
〇
マ
イ
ル
の
小
さ
な
村
で
あ
る
。
ラ
ラ
カ
ー

と
い
う
の
は
、
一
般
に
ア
ガ
ー
（A

gher

）、
ラ
ス
ベ
ガ
ン
（Rathbeggan

）、
ラ
ラ
カ
ー
の
三
つ
の
教
区
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
り
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
そ
れ
ら
三
教
区
の
牧
師
に
、
正
確
に
は
ア
ガ
ー
の
教
区
主
任
牧
師
（rector

）、
お
よ
び
ラ
ス
ベ
ガ
ン
と
ラ
ラ
カ
ー
の
教

区
代
理
牧
師
（vicar

）
に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
一
七
〇
〇
年
二
月
二
〇
日
付
け
の
公
式
証
書
（patent

）
に
よ
り
、
彼
が
聖
職
禄
を
正

式
に
受
領
し
た
の
は
同
年
三
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。

　

ミ
ー
ズ
主
教
区
は
、
住
民
の
圧
倒
的
多
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
は
じ
め
て
聖
職
に
就
い
た

キ
ル
ル
ー
ト
教
区
の
属
す
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ウ
ン
・
ア
ン
ド
・
コ
ナ
ー
主
教
区
（D

iocese of D
ow

n and Connor

）
が
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
移
住
し
て
き
た
長
老
派
が
多
数
を
占
め
て
い
た
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。
だ
が
両
主
教
区
と
も
、
国
教
徒
が
わ
ず

か
し
か
い
な
か
っ
た
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
多
く
の
教
会
の
建
物
が
荒
れ
果
て
、
手
入
れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
点
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
ラ
ラ
カ
ー
に
着
任
す
る
七
年
前
、
ミ
ー
ズ
主
教
区
に
あ
っ
た
一
九
七
の
教
区
教
会
の
う
ち
、

教
会
の
建
物
が
修
繕
さ
れ
て
い
た
の
は
四
三
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

。

　

ラ
ラ
カ
ー
と
ア
ガ
ー
は
互
い
に
隣
接
す
る
が
、
ラ
ス
ベ
ガ
ン
は
両
地
か
ら
数
マ
イ
ル
離
れ
た
教
区
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ダ
ブ
リ
ン
に

近
く
、
馬
を
使
え
ば
半
日
足
ら
ず
の
距
離
で
あ
っ
た
。
三
つ
の
教
区
の
中
で
最
も
広
い
の
は
ラ
ラ
カ
ー
、
次
い
で
ラ
ス
ベ
ガ
ン
、
最
小

は
ア
ガ
ー
で
あ
る
。
ラ
ラ
カ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
特
の
土
地
区
画
で
あ
る
一
三
の
タ
ウ
ン
ラ
ン
ド
（tow

nland

）
か
ら
成
り
、
面
積

は
四
一
七
五
エ
ー
カ
ー
（
一
六
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
主
に
農
地
と
牧
草
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
区
の
十
分
の
一
税
か
ら
得
ら
れ
る
年
収

は
、
少
な
く
と
も
一
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た（

（2
（

。
ラ
ラ
カ
ー
教
会
は
、
ミ
ー
ズ
主
教
区
の
中
心
地
で
あ
る
ト
リ
ム
（T

rim

）
の
町
か
ら

一
・
五
マ
イ
ル
ほ
ど
南
方
に
あ
り
、
ラ
ラ
カ
ー
、
ア
ガ
ー
、
ラ
ス
ベ
ガ
ン
の
母
教
会
（m

other church

）
で
あ
る
。
教
会
堂
は
、
前

任
者
の
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
に
よ
っ
て
数
年
前
に
改
修
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
牧
師
館
（m

anse

）
は
な
く
、
そ
の
た
め
ボ
ル
ト
ン
は

八
マ
イ
ル
あ
ま
り
離
れ
た
ラ
ト
ー
ス
で
居
住
し
て
い
た（

（2
（

。
他
方
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
住
ん
だ
の
は
ト
リ
ム
や
ダ
ブ
リ
ン
で
あ
る
。
こ
の
と
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き
の
ト
リ
ム
の
教
区
主
任
牧
師
は
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
候
補
の
一
人
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
ー
ン
で
あ
る
。

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ス
タ
ー
ン
と
親
し
く
な
り
、
や
が
て
彼
ら
は
強
い
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

　

ラ
ラ
カ
ー
に
次
ぐ
広
さ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ン
は
、
一
〇
の
タ
ウ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
成
り
、
面
積
は
一
四
六
一
エ
ー
カ
ー
（
五
九
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
で
あ
っ
た
。
沼
地
と
荒
れ
地
が
広
が
る
土
地
で
、
年
収
は
約
五
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た（

（2
（

。
教
会
に
は
牧
師
館
と
聖
職
領
耕
地
（glebe

） 

が
付
属
し
て
い
た
。
教
会
の
建
物
は
一
七
世
紀
の
初
め
に
修
繕
さ
れ
、
以
前
は
牧
師
が
居
住
し
て
い
た
。
だ
が
他
の
多
く
の
教
会
と
同

様
、
共
和
制
時
代
に
手
入
れ
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
赴
任
し
た
と
き
は
屋
根
が
剥
が
れ
る
ほ
ど
荒
廃
し
て
い
た（

（2
（

。

最
も
小
さ
な
ア
ガ
ー
教
区
は
、
面
積
一
一
〇
〇
エ
ー
カ
ー
（
四
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
収
入
は

年
二
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
五
エ
ー
カ
ー
の
広
さ
の
聖
職
領
耕
地
に
は
牧
師
館
が
あ
っ
た
。
し
か
し
教
会
の
建
物
は
、
こ
こ
も
例
に
漏

れ
ず
荒
廃
し
て
い
た（

（2
（

。

　

三
教
区
と
も
、
国
教
徒
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
。
ラ
ス
ベ
ガ
ン
に
は
一
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
い
な
か
っ
た
し
、
ア
ガ
ー

も
二
、
三
名
い
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
も
同
然
で
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
ラ
ラ
カ
ー
に
は
、
一
六
八
二
年
の
時
点
で
何
人
か
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
居
住
し
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
も
一
六
世
帯
に
す
ぎ
ず
、
信
者
数
の
少
な
さ
は
深
刻
で
あ
っ
た（

（2
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ラ
ラ
カ
ー
教
区
は
思
い
の
ほ
か
豊
か
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
一
六
世
帯
の
中
に
は
、
ギ
ャ
レ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ス
リ
ー
（Garret W

esley, 

c. 1665-1728

）、
ジ
ョ
ン
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
（John Percival, d. 1718

）（
共
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
の
庶
民
院
議
員
）、
サ
ー
・
ア
ー

サ
ー
・
ラ
ン
グ
フ
ォ
ー
ド
（Sir A

rthur Langford, d. 1716
）
と
い
っ
た
富
裕
な
ジ
ェ
ン
ト
リ
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
自
伝
で
、
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
の
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
損
な
っ
た
一
件
を
述
べ
た
あ
と
、「
ス
ウ
ィ
フ
ト
氏
は
、
全
部
合

わ
せ
て
も
あ
の
恵
ま
れ
た
〔
デ
リ
ー
〕
首
席
司
祭
の
三
分
の
一
、
い
や
現
在
で
は
、
六
分
の
一
の
価
値
も
な
い
他
の
い
く
つ
か
の
聖
職

禄
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た（

（3
（

」
と
不
満
げ
に
書
い
て
い
る
。
し
か
し
三
つ
の
教
区
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
の
総
額
は
、
十
分
の
一
税
や

聖
職
領
耕
地
の
地
代
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
バ
ー
ク
リ
ー
家
の
チ
ャ
プ
レ
ン
職
、
お
よ
び
後
述
す
る
ダ
ン
ラ
ヴ
ィ
ン
の
参
事
会
員
職
も
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含
め
て
約
二
三
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
五
年
前
の
キ
ル
ル
ー
ト
の
と
き
は
一
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
有
利

な
収
入
で
あ
る
。
名
家
出
身
で
な
く
、
際
立
っ
た
経
歴
の
持
ち
主
で
も
な
い
人
間
な
ら
ば
満
足
す
べ
き
ポ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
だ
が
己
の

力
に
自
信
を
持
ち
、
そ
れ
に
見
合
う
地
位
を
求
め
る
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
よ
う
な
野
心
家
に
は
も
の
足
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ス

ウ
ィ
フ
ト
は
感
謝
の
気
持
ち
に
乏
し
く
、
現
状
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
で
あ
っ
た
。
仮
に
受
け
入
れ

る
場
合
で
も
、
今
回
の
よ
う
に
常
に
不
平
や
不
満
の
一
言
が
伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

キ
ル
ル
ー
ト
教
会
の
あ
る
ア
ル
ス
タ
ー
地
方
の
ア
ン
ト
リ
ム
州
が
、荒
々
し
く
厳
し
い
自
然
環
境
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、ラ
ラ
カ
ー

の
位
置
す
る
ミ
ー
ズ
州
は
、
起
伏
の
小
さ
い
穏
や
か
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
ケ
ル
ト
人
の
聖
地
で
あ
っ
た
有
名
な
タ
ラ
の
丘
（H

ill 

of T
ara

）
が
あ
る
の
も
こ
の
ミ
ー
ズ
州
で
あ
る
。
同
州
の
中
心
地
で
あ
る
ト
リ
ム
に
は
、
ボ
イ
ン
川
沿
い
に
、
一
二
世
紀
に
ノ
ル
マ
ン

人
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
最
大
規
模
の
ト
リ
ム
城
（T

rim
 Castle

）
が
あ
る
。
ラ
ラ
カ
ー
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
古

城
の
あ
る
ト
リ
ム
の
町
か
ら
南
方
一
・
五
マ
イ
ル
ほ
ど
の
所
に
あ
っ
た
。
ラ
ラ
カ
ー
と
い
う
地
名
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
で
「
堰
の
あ

る
場
所
」
を
意
味
す
る
“Lathrach Cora
”に
由
来
す
る
が（

（3
（

、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
こ
の
地
で
聖
職
者
と
し
て
の
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
を
開
始

し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
代
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
教
会
は
、
ダ
ブ
リ
ン
を
除
け
ば
ど
の
教
会
堂
も
荒
廃
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
も
ミ
ー
ズ
主
教
区
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
征
服
・
定
住
し
た
東
部
地
方
、
い
わ
ゆ
る
「
柵
で
囲
ま
れ
た
地
域
」
と
し
て
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ペ
イ
ル
」

（English Pale

）
に
含
ま
れ
る
が
ゆ
え
に
、
ペ
イ
ル
外
の
地
域
よ
り
は
い
く
ら
か
ま
し
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
に
耐
え

得
る
教
会
堂
は
全
体
の
五
分
の
一
程
度
で
、
そ
の
ほ
か
は
ま
っ
た
く
使
い
物
に
な
ら
な
い
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
ラ
ラ
カ
ー
教
会
は
、

前
任
者
の
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
が
五
年
ほ
ど
前
に
修
理
し
て
お
り
、
使
用
可
能
な
五
分
の
一
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
は
い
た
。
だ
が
居
住

で
き
る
牧
師
館
は
な
か
っ
た
。
ラ
ラ
カ
ー
の
聖
職
禄
を
得
た
二
カ
月
後
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ヴ
ァ
リ
ー
ナ
こ
と
ジ
ェ
ー
ン
・
ウ
ェ
ア
リ
ン

グ
（Jane W

aring, ʻV
arinaʼ, 1674-1720

）
に
、
ラ
ラ
カ
ー
は
「
ト
リ
ム
と
い
う
町
か
ら
一
マ
イ
ル
以
内
、
こ
こ
〔
ダ
ブ
リ
ン
〕
か
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ら
二
〇
マ
イ
ル
の
所
に
あ
り
ま
す
。
ト
リ
ム
に
家
を
借
り
る
か
、
現
地
〔
ラ
ラ
カ
ー
〕
に
家
を
建
て
る
か
す
る
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
借
り
る
の
は
困
難
で
す
し
、
建
て
る
方
は
、
あ
ま
り
に
も
貧
し
く
て
今
の
と
こ
ろ
手
が
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん（

（3
（

」
と
伝
え
て

い
る
。

　

こ
う
し
て
、
新
任
牧
師
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
置
か
れ
た
環
境
は
必
ず
し
も
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
こ
の

新
し
い
任
地
を
気
に
入
っ
た
。
何
年
も
か
け
て
教
会
堂
を
修
復
し
、
敷
地
の
景
観
に
手
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
取
り
か
か
っ
た
の
は
牧

師
館
の
建
設
で
あ
っ
た
。
一
七
〇
三
年
の
春
に
着
手
、
当
初
は
雨
露
を
し
の
ぐ
だ
け
の
粗
末
な
建
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
数
年
お
き

に
屋
根
の
葺
き
替
え
を
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
れ
で
も
、
み
す
ぼ
ら
し
さ
は
一
〇
年
経
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
国
務
大

臣
の
職
を
解
か
れ
た
直
後
の
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
子
爵
（H

enry St. John, 1st V
iscount Bolingbroke, 1678-1751

）
に
、「
私

の
田
舎
の
家
屋
は
…
…
荒
れ
放
題
で
す
。
部
屋
の
壁
は
崩
れ
、
修
理
す
る
た
め
に
泥
土
と
屋
根
を
葺
く
た
め
に
藁
が
必
要
で
す（

（3
（

」
と
書

い
て
い
る
。

　

一
般
に
「
小
屋
」（cabin/cottage

）
と
呼
ば
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
小
屋
住
み
農
（cottager/cottier

）
の
家
屋
が
、
あ
ま
り
に

も
粗
末
な
作
り
で
悲
惨
極
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
農
業
経
済
学
者
の
ア
ー
サ
ー
・
ヤ
ン
グ
（A

rthur Y
oung, 

1741-1820

）
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
豚
小
屋
よ
り
ひ
ど
い
あ
ば
ら
屋（

（3
（

」
と
形
容
し
て
い
る
。
当
時
の
小
屋
住
み
農
た
ち
の
実
態
に
つ

い
て
は
別
な
機
会
に
詳
述
す
る
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
牧
師
館
も
、
さ
す
が
に
「
豚
小
屋
よ
り
ひ
ど
い
あ
ば
ら
屋
」
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
最
初
は
そ
れ
に
近
い
破
屋
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
痩
せ
我
慢
で
あ
ろ
う
が
、「
大
き
く
て
立
派
な
邸
宅
よ
り
も
、
野
外
用

ベ
ッ
ド
と
土
間
の
方
が
良
い（

（3
（

」
と
言
っ
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
そ
う
し
た
粗
末
な
牧
師
館
に
根
気
よ
く
手
を
加
え
、
次
第
に
「
小

ぎ
れ
い
な
小
屋
」（a neat cabin

）
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
一
七
二
三
年
に
ミ
ー
ズ
主
教
が
教
区
を
巡
察
（visitation

）
し
た
際
の
報

告
書
に
は
、
教
会
の
天
井
は
板
で
上
張
り
さ
れ
、
床
に
は
石
畳
が
敷
か
れ
て
立
派
な
建
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
境
内
の
一
部
は

石
垣
で
、
一
部
は
溝
で
囲
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
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教
会
の
す
ぐ
近
く
に
は
小
川
が
流
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
溝
を
掘
っ
て
そ
こ
か
ら
水
路
を
引
き
、
堤
防
を
作
っ
て
遊
歩
道
に
し

た
。
そ
し
て
柳
の
木
を
植
え
、
の
ち
に
は
リ
ン
ゴ
や
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の
果
樹
を
植
栽
し
た
。
テ
ン
プ
ル
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
も
ム
ー
ア
・
パ
ー
ク
の
生
活
の
中
で
園
芸
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。ラ
ラ
カ
ー
に
着
任
し
て
か
ら
十
数
年
後
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
、
す
な
わ
ち
エ
ス
タ
ー
・
ヴ
ァ
ナ
ム
リ
（Esther, or H

ester V
anhom

righ, ʻV
anessaʼ, 1688-1723

）

に
こ
う
書
い
て
い
る
。「
川
沿
い
の
散
歩
道
は
と
て
も
心
地
よ
く
、
私
の
作
っ
た
水
路
は
素
晴
ら
し
く
き
れ
い
で
す
。
鱒
が
泳
い
で
い
る

の
が
見
え
ま
す
。
…
…
今
の
私
に
は
、
国
事
に
手
を
出
す
よ
り
も
、
柳
の
木
の
世
話
を
し
た
り
、
生
け
垣
の
手
入
れ
を
し
た
り
す
る
方

が
向
い
て
い
ま
す（

（3
（

」。

　

赴
任
当
初
、
ラ
ラ
カ
ー
の
聖
職
領
耕
地
は
一
エ
ー
カ
ー
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
地
代
収
入
を
得
る
た
め
に
耕

地
を
広
げ
る
努
力
を
し
て
い
る
。
一
七
一
六
年
の
夏
に
隣
人
の
ジ
ョ
ン
・
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
と
土
地
の
売
買
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
開
始
、

そ
の
年
の
終
わ
り
に
二
〇
〇
ポ
ン
ド
で
二
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
購
入
し
た（

（3
（

。だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
二
〇
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
年
間
賃
料
一
四
ポ
ン
ド
と
権
利
金
五
五
ポ
ン
ド
と
い
う
条
件
で
借
り
受
け
、
半
永
久
的
に
使
用
で
き

る
永
代
借
地
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
。
そ
の
消
息
は
、
ダ
ブ
リ
ン
大
主
教
に
宛
て
た
契
約
成
立
直
後
の
一
七
一
六
年
一
二
月
二
二
日
付

け
書
簡
に
明
ら
か
で
あ
る（

（4
（

。
乏
し
い
資
力
な
が
ら
も
土
地
を
増
や
し
、
教
会
堂
の
修
復
や
庭
造
り
な
ど
し
て
全
体
を
小
ぎ
れ
い
に
し
た

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
終
生
こ
の
地
を
愛
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
総
額
約
二
三
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
彼
の

生
計
を
支
え
る
重
要
な
所
得
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
教
会
の
改
善
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
。
と
こ
ろ
で
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
土
地
問
題
を
契
機
に
彼
の

性
格
の
一
端
を
垣
間
見
て
お
こ
う
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
隣
人
、
す
な
わ
ち
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
に
よ
る
土
地
侵
害
に
長
年
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
か
ら
土
地
を
購
入
す
る
二
年
ほ
ど
前
、ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
こ
う
述
べ
て
い
た
。「
底
意
地
の
悪
い

隣
人
〔
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
〕
が
、
私
の
敷
地
内
に
無
断
で
六
フ
ィ
ー
ト
入
り
込
み
、
樹
木
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の
木
立
を
台
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な
し
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
掛
け
値
な
し
に
真
実
で
す（

（4
（

」。
先
に
引
用
し
た
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
宛
書
簡
で
は
、
自
分
の
手
が

け
た
散
歩
道
や
水
路
の
美
し
さ
を
い
さ
さ
か
誇
ら
し
げ
に
語
り
、
国
事
よ
り
も
庭
仕
事
の
方
が
良
い
と
言
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
ラ
ラ

カ
ー
の
穏
や
か
な
自
然
は
、
後
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
政
争
に
疲
れ
果
て
た
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
心
を
癒
す
避
難
所
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

も
の
と
な
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た
癒
し
の
空
間
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
考
え
で
は
、
あ
く
ま
で
も
「
敷
地
内
に
無
断
で
」
侵
入
し
て
く
る

不
心
得
者
が
い
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
侵
入
者
は
、
平
穏
を
乱
す
敵
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
そ
う
し
た
侵
入
者
を

食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
た
の
が
「
柵
」（fence

）
や
「
溝
」（ditch

）
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
。
前
出
の
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
宛
書
簡
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
続
い
て
い
る
。「
私
は
、
作
業
員
の
一
人
に
〔
闖
入
す
る
〕
牛

を
私
の
土
地
（island

）
か
ら
追
い
払
わ
せ
、〔
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
〕
も
う
一
度
溝
を
掘
る
よ
う
命
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
田
舎
の
教
区
牧
師
に
は
、〔
ロ
ン
ド
ン
で
敵
対
す
る
〕
党
派
（factions

）
を
追
い
出
し
、
彼
ら
を
寄
せ
つ
け
な
い
た
め
に
柵
を

設
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
適
し
た
仕
事
で
す（

（4
（

」。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
聖
職
領
耕
地
に
溝
を
掘
っ
て
生
け
垣
を
巡
ら
し
た
。
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
、
第
一
義
的
に
は
景
観
の
た
め
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
同
時
に
、
敵
か
ら
財
産
を
守
る
た
め
の
城
壁
の
よ
う
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
柵
と
溝
で
侵
入
者
を
阻
む

と
い
う
考
え
は
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
く
。「
私
は
山
を
平
ら
に
し
、
石
を
積
み
上
げ
、
…
…
盗
人
た
ち
を

寄
せ
つ
け
な
い
よ
う
柵
を
設
け
て
い
ま
す（

（4
（

」。
こ
れ
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
お
け
る
所
有
権
意
識
の
強
さ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、

今
の
わ
れ
わ
れ
に
は
所
有
権
に
関
す
る
問
題
は
さ
し
あ
た
り
重
要
で
は
な
い
。
む
し
ろ
注
目
し
て
お
く
べ
き
は
、
土
地
の
侵
害
を
阻
止

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
「
柵
」
や
「
溝
」
が
、
財
産
と
い
う
可
視
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
身
の
内
面
世
界
を
守
る
砦
と
し
て
も

捉
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
自
己
防
衛
本
能
が
強
く
、
他
人
か
ら
の
非
難
や
攻
撃
に
対
し
て
ひ
と
き
わ
敏
感
で
あ
っ
た
。
彼
は
弱
み
を
握
ら
れ
る

の
を
恐
れ
た
。
非
難
・
攻
撃
さ
れ
な
い
よ
う
常
に
堅
固
な
城
壁
を
築
き
、
鎧
に
身
を
固
め
て
己
を
守
ろ
う
と
し
た
。
恋
人
ス
テ
ラ
と
会
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う
と
き
は
必
ず
第
三
者
を
交
え
、
二
人
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
の
も
、
世
間
で
噂
が
立
っ
て
指
弾
さ
れ
る
の
を

恐
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
周
囲
に
は
、
常
に
目
に
見
え
な
い
高
い
「
柵
」
が
設
け
ら
れ
、
深
い
「
溝
」
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ド
の
高

さ
や
傷
つ
く
こ
と
へ
の
恐
れ
が
、
そ
の
よ
う
に
さ
せ
た
と
も
言
え
よ
う
。
だ
が
敷
地
を
囲
む
物
理
的
バ
リ
ア
で
あ
れ
、
心
の
中
に
設
け

る
心
理
的
バ
リ
ア
で
あ
れ
、
自
身
を
守
る
た
め
に
障
壁
を
築
く
の
は
誰
に
で
も
見
ら
れ
る
い
わ
ば
本
能
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
特
異
性
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
た
だ
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
先
の
ス
テ
ラ
の
一
件

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
の
「
柵
」
や
「
溝
」
が
他
の
人
の
も
の
よ
り
も
高
く
て
深
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
自
身
の
プ

ラ
イ
ド
が
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
警
戒
心
と
恐
怖
心
は
強
く
、
そ
れ
に
対
す
る
防
御
と
し
て
、
彼
の
心
の
中
に
は
常
に
強
固
な
バ
リ

ア
が
築
か
れ
て
い
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
聖
職
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
を
も
受
け
入
れ
て
い
く
よ
う
な
大
ら
か
さ
に
乏
し
か
っ

た
。
彼
は
、
自
分
に
刃
向
か
っ
て
く
る
敵
対
者
は
も
と
よ
り
、
真
っ
当
な
批
判
者
で
す
ら
懐
深
く
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
彼
の
人
生
は
敵
の
多
い
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
全
体
像
を
捉
え
る
め
に
は
、
彼
の
そ
う
し
た
側
面
に
も
十
分
目

を
配
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
土
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
敵
対
す
る
「
党
派
を
追
い
出
し
、
…
…
彼
ら
を

寄
せ
つ
け
な
い
た
め
」
に
作
ら
れ
た
「
柵
」
と
「
溝
」
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
性
格
を
特
徴
づ
け
る
、
ま
さ
し
く
一
つ
の
象
徴
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

彼
の
性
格
に
関
連
し
て
、
も
う
一
点
付
言
し
て
お
こ
う
。
自
己
防
衛
本
能
が
強
い
人
間
は
、
し
ば
し
ば
攻
撃
的
に
な
る
。
自
分
を
守

る
た
め
の
反
応
が
強
け
れ
ば
、
非
は
自
分
に
で
は
な
く
他
人
に
あ
る
と
考
え
が
ち
に
な
り
、
そ
の
反
応
が
激
し
け
れ
ば
激
し
い
ほ
ど
、
相

手
へ
の
敵
意
も
強
ま
り
攻
撃
的
と
な
る
。
実
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
も
そ
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
彼
は
、
自
分
に
少
し
で
も
敵
対
し
て
く
る

者
が
い
れ
ば
徹
底
的
に
反
撃
し
た
。
そ
れ
は
情
け
容
赦
な
く
、
相
手
が
根
負
け
す
る
か
、
詫
び
を
入
れ
る
ま
で
執
拗
に
続
い
た

―
も
っ

と
も
、
土
地
侵
害
で
悩
ま
さ
れ
た
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
人
は
や
が
て
和
解
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
土
地
の
売
買
契
約
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を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
後
の
二
人
は
、
互
い
に
仲
の
良
い
隣
人
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
た
び
敵
と
見
な
せ
ば
屈
服
す
る
ま
で

相
手
を
追
い
つ
め
、
手
加
減
な
し
に
攻
撃
し
て
い
く
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
も
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
一
つ
の
傾
向
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
常

に
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

―
。
も
ち
ろ
ん
、
気
心
知
れ
た
友
人
や
無
害
な
者
に
は
親
切
で
寛
大
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
う
で
な
い
者
へ
の
攻
撃
は
激
し
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
方
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
諷
刺
（satire

）
と
い
う
文
学
形
式
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。

　

攻
撃
的
性
格
は
、
社
会
生
活
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
。
だ
が
諷
刺
に
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
大
き
な
効
果
を
発

揮
す
る
。
諷
刺
文
学
は
、
怒
り
の
対
象
を
笑
い
と
い
う
武
器
を
用
い
て
攻
撃
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
諷
刺
文
学
と
は
笑
い
を
含
ん
だ
「
怒

り
の
文
学
」
で
あ
り
、「
攻
撃
の
文
学
」
で
あ
る
。
諷
刺
の
概
念
や
そ
の
精
神
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
察
し
た
の
で（

（4
（

、
こ
こ
で
の
縷
言
は

控
え
る
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
生
涯
に
わ
た
り
、
そ
の
と
き
ど
き
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
辛
辣
に
批
判
し
た
。
彼
の
諷
刺
は
私
憤
に
由
来
す
る

の
か
、
公
憤
に
貫
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
で
お
こ
う
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
彼
の
諷
刺
に
は
時
に
は
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
つ
つ
も
強
い
攻
撃
性
が
潜
み
、
敵
を
近
づ
け
ず
、
入
り
込
め
ば
柵
と
溝
で
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
か
ら
排
除
し
て
、
相
手
が
降

参
す
る
ま
で
追
い
つ
め
て
い
く
の
が
基
本
的
な
流
儀
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
く
だ
け
で
よ
い
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
攻
撃
の
対
象
は
多
岐
に
わ
た
る
。
と
り
わ
け
頻
繁
に
標
的
に
し
た
の
は
、
政
治
の
世
界
で
あ
っ
た
。
彼
は
政
治
権
力

の
腐
敗
や
不
正
を
暴
き
、
権
力
者
の
横
暴
に
ペ
ン
の
力
で
立
ち
向
か
っ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
真
骨
頂
は
、
ま
さ
し
く
こ
こ
に
あ
っ
た
。

だ
が
彼
の
諷
刺
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
攻
撃
の
矛
先
は
や
が
て
人
間
一
般
に
向
か
い
、
つ
い
に
は
諷
刺
し
て
い
る
自
分
自
身
に
も

向
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
諷
刺
の
深
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

⑵　

聖
務
と
生
活

　

さ
て
、
本
題
に
戻
ろ
う
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
教
会
の
改
善
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
重
要
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な
牧
師
と
し
て
の
聖
務
に
は
さ
ほ
ど
意
欲
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
一
七
一
〇
年
の
あ
る
手
紙
で
は
こ
う
書
い
て

い
る
。「
今
日
は
、
少
な
く
と
も
一
五
名
の
聴
衆
の
前
で
説
教
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
と
て
も
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。
聴

衆
の
大
半
は
育
ち
が
良
く
、
す
べ
て
純
真
な
人
た
ち
で
す（

（4
（

」。
サ
ー
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
（Sir W

alter Scott, 1771-1832

）

も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ラ
ラ
カ
ー
で
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
生
活
は
規
則
正
し
く
、
聖
職
者
ら
し
か
っ
た
。
彼
は
一
週
間
に
二
度

祈
祷
書
を
読
み
、
日
曜
日
に
は
定
期
的
に
説
教
を
行
っ
た（

（4
（

」。
こ
う
し
た
文
言
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
教
区
牧
師
と
し
て
の

職
務
を
誠
実
に
こ
な
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
。
だ
が
事
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
Ｌ
・
Ａ
・
ラ
ン
ダ
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
聖
務
は
決
し
て
定
期
的
な
も
の
で
は
な
く
、
普
段
は
ダ
ブ
リ
ン
か
ト
リ
ム
に
居
住
し
、
ラ
ラ
カ
ー
を
訪
れ
た
折
り
に
と

き
ど
き
行
う
程
度
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
し
て
通
常
の
聖
務
は
、
も
っ
ぱ
ら
牧
師
補
（curate

）
に
任
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

教
区
教
会
に
は
、
教
区
主
任
牧
師
か
教
区
代
理
牧
師
が
常
駐
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
だ
が
聖
職
禄
兼
領
と
も
な
れ
ば
、
牧
師
不

在
の
教
区
が
生
じ
る
の
は
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
は
、
教
区
牧
師
を
助
け
、
聖
務
を
代
行
す
る
牧
師
補
が
雇
わ
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。キ
ル
ル
ー
ト
時
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、三
つ
の
教
区
を
兼
領
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、牧
師
補
を
雇
っ

て
い
た
形
跡
は
な
い
。
だ
が
ラ
ラ
カ
ー
で
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
ま
ず
、
ス
ミ
ス
と
い
う
人
物
を
牧
師
補
に
任
命
し
て
い
る
。

こ
の
人
物
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
几
帳
面
に
「
会
計
簿
」（A

ccoount Book

）
を
つ
け
て
お

り
、
そ
こ
に
ス
ミ
ス
の
名
前
と
支
払
っ
た
報
酬
額
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
何
回
か
に
分
け
て
ス
ミ
ス

に
総
額
三
〇
ポ
ン
ド
か
ら
四
〇
ポ
ン
ド
支
給
し
て
い
る（

（4
（

。
当
時
、
牧
師
補
の
年
収
は
三
〇
ポ
ン
ド
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
す
れ

ば
、
ス
ミ
ス
の
俸
給
は
平
均
的
か
、
少
し
上
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う（

（4
（

。

　

ス
ミ
ス
が
い
つ
ま
で
牧
師
補
を
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
ス
ミ
ス
の
後
任
は
、
ト
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
（T

hom
as 

W
arburton, 1679-1736

）
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
が
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
代
理
を
務
め
た
の
は
一
七
〇
九
年
頃
か
ら
一

七
年
ま
で
、
そ
の
後
は
マ
ラ
フ
ェ
ル
ト
（M

agherafelt

）
教
区
の
主
任
牧
師
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
彼
の
人
柄
と
能
力
を
高
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く
評
価
し
て
い
た
。
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
た
め
に
、
よ
り
恵
ま
れ
た
聖
職
に
就
け
る
よ
う
高
位
の
聖
職
者
た
ち
に
働
き
か
け
し
て
い
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
箇
所
で
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
の
後
任
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
従
兄

弟
で
あ
る
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
（W

illoughby 
Sw

ift, 
d. 

1715

）
の
娘
婿
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
・
ラ
イ
ト
バ
ー
ン
（Stafford 

Lightburne, b. 1662

）
で
あ
る
。
彼
は
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
が
辞
任
し
て
五
年
後
の
一
七
二
二
年
か
ら
三
三
年
ま
で
牧
師
補
と
し
て

雇
わ
れ
た
。
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
は
学
生
時
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
を
経
済
的
に
援
助
し
て
お
り
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
は
恩
人
の
一
人
で
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
人
物
の
縁
者
で
あ
る
。
恩
義
を
感
じ
て
い
た
の
か
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ラ
イ
ト
バ
ー
ン
に
も
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

こ
の
ラ
イ
ト
バ
ー
ン
に
つ
い
て
も
、
詳
細
は
別
な
機
会
に
譲
り
た
い
。

　

と
も
か
く
も
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
安
上
が
り
に
つ
く
牧
師
補
を
雇
っ
て
儀
式
や
説
教
な
ど
の
聖
務
を
肩
代
わ
り
さ
せ
た
。
そ
し
て
彼
ら

を
通
し
て
、
教
区
と
の
繋
が
り
を
維
持
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
聖
職
者
の
主
た
る
収
入
源
が
十
分
の
一
税
（tithe

）
で
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
教
会
運
営
と
聖
職
者
の
生
計
を
支
え
る
最
も
重
要
な
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
税
は
、

土
地
の
収
穫
物
や
経
済
的
取
得
物
の
十
分
の
一
を
教
区
民
か
ら
毎
年
強
制
的
に
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
れ
が
制
度
化
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
中
世
以
降
、
教
区
民
に
と
っ
て
は
常
に
不
満
の
種
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
税
の
取
り
立
て
に
は
苦
労
が
伴
い
、
期

待
ど
お
り
の
徴
収
成
果
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。ち
な
み
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、「
十
分
の
一
税
は
神
聖
な
制
度
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
徴
収
す
る
の
は
ひ
ど
く
不
愉
快
だ（

（5
（

」
と
、
友
人
の
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
（A

lexander Pope, 1688-

1744

）
に
こ
ぼ
し
て
い
る
。

　

税
の
納
入
に
は
二
通
り
の
方
法
が
あ
っ
た
。
物
納
と
金
納
で
あ
る
。
時
代
と
と
も
に
金
納
化
が
進
ん
で
い
た
が
、
物
納
の
場
合
、
ま

ず
聖
職
者
が
自
分
の
生
活
の
た
め
に
必
要
量
を
受
け
取
り
、残
り
は
代
理
人
が
町
の
市
場
で
換
金
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。

け
れ
ど
も
こ
の
方
法
に
は
、
懸
念
材
料
が
一
つ
あ
っ
た
。
け
だ
し
こ
の
方
法
で
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、
代
理
人
の
側
に

納
め
ら
れ
た
物
を
適
切
に
管
理
し
売
却
す
る
知
識
と
誠
実
さ
が
求
め
ら
れ
た
が
、
す
べ
て
の
代
理
人
が
必
ず
し
も
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
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で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
逆
の
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
ス
ウ
ィ
フ
ト
も
、
長
年
こ
の
問
題
で
頭
を
悩
ま
せ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

ラ
ラ
カ
ー
に
お
け
る
十
分
の
一
税
の
主
た
る
対
象
品
目
は
穀
物
類
、
と
く
に
小
麦
で
あ
っ
た
。
税
の
納
入
期
は
一
一
月
で
、
遅
延
す

る
場
合
は
二
、
三
年
後
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
物
品
の
評
価
額
は
、
冬
小
麦
は
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
五
シ
リ
ン
グ
、
春

小
麦
は
三
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
（
一
七
三
三
年
）。
夏
の
牧
草
と
干
し
草
も
重
要
な
品
目
で
、「
会
計
簿
」
か
ら
そ
れ
ら
の
多
く
が
物
納

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
牧
草
地
の
評
価
額
は
、
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
（
同
年
）。
こ
れ
ら
以
外
の

品
目
に
は
、
羊
毛
、
子
羊
、
蜂
蜜
、
ビ
ー
ル
な
ど
が
あ
っ
た（

（5
（

。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
ア
イ
ザ
イ
ア
・
パ
ー
ヴ
ィ
ソ
ル
（Isaiah Parvisol, 

d. 1718

）
と
い
う
人
物
を
地
所
差
配
人
（land agent

）、
つ
ま
り
代
理
人
と
し
て
雇
っ
て
税
の
徴
収
に
当
た
ら
せ
た
。
パ
ー
ヴ
ィ
ソ
ル

は
一
七
〇
二
年
か
ら
こ
の
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
目
に
映
っ
た
パ
ー
ヴ
ィ
ソ
ル
は
不
誠
実
で
無
能
、
十
分
の
一

税
を
効
率
良
く
徴
収
す
る
こ
と
も
、
納
め
ら
れ
た
物
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
一
七

〇
八
年
以
降
の
手
紙
で
頻
繁
に
パ
ー
ヴ
ィ
ソ
ル
に
言
及
し
、
そ
の
都
度
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
て
い
る（

（5
（

。
や
が
て
我
慢
で
き
な
く
な
っ
て

彼
を
解
雇
、
だ
が
三
年
後
に
再
び
雇
用
し
、
結
局
パ
ー
ヴ
ィ
ソ
ル
の
死
ま
で
雇
っ
て
い
る
。

　

支
出
の
方
に
話
題
を
転
じ
よ
う
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
ラ
ラ
カ
ー
赴
任
後
の
支
出
は
、
年
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
年
間
お
よ
そ

一
六
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
日
々
の
収
支
を
「
会
計
簿
」
に
几
帳
面
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
大
き
な
支
出
は
牧
師
補
の
報
酬
三
〇
ポ
ン
ド
か
ら
四
〇
ポ
ン
ド
、
ス
テ
ラ
こ
と
エ
ス
タ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
へ
の
手
当
五
〇
ポ

ン
ド
で
あ
る
。
ス
テ
ラ
の
渡
愛
の
経
緯
に
つ
い
て
は
別
途
論
じ
る
が
、
テ
ン
プ
ル
の
屋
敷
に
住
ん
で
い
た
二
〇
歳
に
な
っ
た
ス
テ
ラ
は
、

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
説
得
を
受
け
て
、
一
七
〇
一
年
八
月
に
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
役
の
レ
ベ
ッ
カ
・
デ
ィ
ン
グ
リ
ー
（Rebecca 

D
ingley, 

c. 

1665-1743

）
と
と
も
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
渡
り
、
ト
リ
ム
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
生
活
費

と
し
て
ス
テ
ラ
に
毎
年
五
〇
ポ
ン
ド
を
支
給
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
こ
れ
ら
以
外
の
支
出
に
は
、
牧
師
館
の
維
持
費
一
六
ポ
ン
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ド
、
召
使
い
の
給
与
四
ポ
ン
ド
、
ダ
ブ
リ
ン
や
ロ
ン
ド
ン
で
の
部
屋
代
と
食
事
代
一
〇
ポ
ン
ド
、
普
段
の
食
費
九
シ
リ
ン
グ
（
週
当
た

り
）、
食
器
九
シ
リ
ン
グ
、
衣
服
・
ハ
ン
カ
チ
・
帽
子
・
カ
ツ
ラ
・
靴
な
ど
の
服
飾
雑
貨
一
〇
ポ
ン
ド
か
ら
二
十
数
ポ
ン
ド
、
馬
の
購
入

費
四
ポ
ン
ド
か
ら
一
〇
ポ
ン
ド
、
馬
の
維
持
費
一
〇
ポ
ン
ド
、
そ
の
他
、
文
具
類
、
貧
者
へ
の
施
し
、
友
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
御
者

や
召
使
い
へ
の
心
付
け
等
々
が
あ
っ
た（

（5
（

。

　

「
会
計
簿
」
は
、
こ
れ
ら
の
収
支
項
目
と
金
額
を
何
の
コ
メ
ン
ト
も
交
え
ず
淡
々
と
記
帳
し
て
い
る
。
し
か
し
一
見
何
の
変
哲
も
な

い
「
会
計
簿
」
で
あ
る
が
、
記
載
事
項
の
一
つ
一
つ
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
い
つ
、
何
に
い
く
ら

使
っ
た
か
を
丹
念
に
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
ラ
カ
ー
時
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
生
活
様
式
か
ら
彼
の
も
の
の
考
え
方
や
価
値
観
に

至
る
ま
で
、
実
に
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
折
に
触
れ
て
こ
の
「
会
計
簿
」
を
参
照
し
て
い
く

で
あ
ろ
う
。

　

⑶　

聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
参
事
会
員

　

と
こ
ろ
で
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ラ
ラ
カ
ー
の
聖
職
禄
を
与
え
ら
れ
た
七
カ
月
後
の
一
七
〇
〇
年
九
月
二
八
日
に
、
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖

堂
（St. Patrickʼs Cathedral

）
の
参
事
会
員
（prebendary

）
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
同
大
聖
堂
の
管
轄
下
に
あ

る
ウ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
州
ダ
ン
ラ
ヴ
ィ
ン
（D

unlavin

）
の
参
事
会
員
で
あ
る（

（5
（

。
参
事
会
員
と
は
、
大
聖
堂
の
収
入
（
十
分
の
一
税
、
地
代
、

家
賃
な
ど
）
か
ら
聖
職
給
（prebend

）
を
受
け
る
資
格
を
与
え
ら
れ
た
聖
職
給
受
給
有
資
格
者
の
こ
と
で
あ
る
。
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大

聖
堂
は
、
参
事
会
員
の
俸
給
を
生
む
一
九
の
土
地
を
有
し
て
い
た
が
、
ダ
ン
ラ
ヴ
ィ
ン
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
序
列
的
に
は
全

体
の
中
で
中
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た（

（5
（

。

　

こ
の
聖
堂
参
事
会
員
職
は
、
も
と
も
と
は
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
が
保
有
し
て
い
た
。
ボ
ル
ト
ン
は
デ
リ
ー
の
首
席
司
祭
に
就
任
す
る

に
あ
た
り
、
兼
領
し
て
い
た
聖
職
禄
の
う
ち
の
ラ
ラ
カ
ー
を
手
放
し
た
。
そ
れ
が
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
譲
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
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り
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
参
事
会
員
職
も
手
放
し
て
お
り
、
そ
れ
が
今
回
も
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
回
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
を

推
薦
し
た
の
は
、
ダ
ブ
リ
ン
大
主
教
の
ナ
ー
シ
サ
ス
・
マ
ー
シ
ュ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
推
薦
は
ボ
ル
ト
ン
が
放
棄
し
て
七
カ
月

も
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
間
が
空
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
マ
ー
シ
ュ
が
ス
ウ
ィ
フ
ト
を
好
ま
ず
、
こ
の
ポ
ス
ト
を
ほ

か
の
人
間
に
回
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
お
り
、
あ
る
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
マ
ー
シ
ュ

は
能
力
の
な
い
「
人
間
を
推
挙
す
る
秘
訣
を
発
見
し
た
。
優
秀
な
人
た
ち
を
引
き
立
て
た
と
こ
ろ
で
、
彼
ら
は
幸
運
に
対
す
る
ほ
ど
に

は
マ
ー
シ
ュ
に
感
謝
し
な
い（

（5
（

」
と
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
述
べ
て
い
る
。

　

ダ
ン
ラ
ヴ
ィ
ン
は
、
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
三
〇
マ
イ
ル
あ
ま
り
南
西
に
位
置
す
る
小
さ
な
教
区
で
あ
る
。
年
収
は
約
一
五
ポ
ン
ド
で
あ
っ

た
（
（5
（

。
こ
の
少
な
い
収
入
か
ら
牧
師
補
へ
の
報
酬
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
数
字
だ
け
を
見
れ
ば
、
決
し
て
魅
力
的
な
ポ
ス
ト
で
は
な
か
っ

た
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
（Laurence Sterne, 1713-68

）
は
、
旅
行
記
ら
し
か
ら
ぬ
旅
行
記
で
あ
る
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
』（A

 Sentim
ental Journey through France and Italy, 1768

）
で
、
主
人
公
の
牧
師
ヨ
リ
ッ
ク
に
向
か
っ
て
「
教

会
で
の
出
世
は
お
ぼ
つ
か
な
い
ぞ
」、「
惨
め
な
参
事
会
員
（lousy prebendary

）
に
し
か
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
ぞ
」
と
、
ヨ
リ
ッ

ク
自
身
の
本
性
に
潜
む
「
卑
屈
」（M

eanness
）
と
「
誇
り
」（Pride

）
に
言
わ
せ
て
い
る（

（5
（

。
当
時
の
参
事
会
員
に
対
す
る
評
価
は
、

お
そ
ら
く
こ
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
場
合
、
参
事
会
員
職
か
ら
受
け
た
恩
恵
は
小
さ
く
な
か
っ

た
。
ま
ず
、
教
区
で
の
聖
務
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
一
回
の
首
席
司
祭
の
教
区
巡
察
に
立
ち
会
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ

れ
と
て
、
一
七
〇
二
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
立
ち
会
っ
た
の
は
わ
ず
か
五
回
の
み
、
聖
堂
参
事
会
（chapter

）
へ
の
出
席
も
一
三
回
に

す
ぎ
な
か
っ
た（

（6
（

。
さ
ら
に
大
聖
堂
で
の
説
教
も
、
参
事
会
員
の
間
で
順
番
が
回
っ
て
き
た
と
き
に
行
え
ば
よ
く
、
大
し
て
負
担
に
な
る

よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た（

（6
（

。
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
と
っ
て
は
、
一
種
の
無
任
所
聖
職
禄
（sinecure

）
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
魅

力
の
な
い
ポ
ス
ト
な
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
人
生
に
お
い
て
、
こ
の
参
事
会
員
職
に
就
い
た
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
三
三
歳
の
と
き
に
聖
職
授
任
し
た
ス
ウ
ィ
フ
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ト
は
、
七
八
歳
で
死
ぬ
ま
で
、
四
五
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
大
聖
堂
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
も

四
六
歳
の
と
き
に
は
首
席
司
祭
に
就
任
し
て
、
大
聖
堂
と
の
関
係
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま

た
こ
の
大
聖
堂
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
に
関
与
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
彼
の
生
涯
に
お
い
て
重
要
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
参
事
会
員
と
し
て
大
聖
堂
の
管
理
・
運
営
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
し
て
し
だ
い
に
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
教
会
の
中
で
発
言
力
を
持
ち
、
や
が
て
初
穂
税
（First Fruits

）
の
免
除
問
題
が
起
こ
る
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
教
会
聖
職
者
会

議
（Convocation of the Church of Ireland

）
を
代
表
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
府
と
の
交
渉
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
以
降
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
政
界
の
大
物
た
ち
と
親
し
く
な
る
。
そ
し
て
彼
自
身
が
、
隠
然
た
る
政
治
的
影
響
力
を
持
つ
に
至
る

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
参
事
会
員
に
な
っ
た
こ
と
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
キ
ャ
リ
ア
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
。

ま
た
そ
れ
は
、
宗
教
的
野
心
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
足
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
参
事
会
員
就
任
の
一
七
カ

月
後
に
は
、
ダ
ブ
リ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
神
学
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る（

（6
（

。
こ
れ
以
降
、
彼
は
「
ス
ウ
ィ
フ
ト
博
士
」（D

r. 

Sw
ift

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
教
会
で
の
出
世
、
具
体
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
主
教
に
な
る
と
い
う
野

望
を
い
っ
そ
う
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
１
）　

拙
稿
「
ダ
ブ
リ
ン
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
時
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
」（『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
四
巻
一
号
、
二
〇
〇
二
年
）
一

六
七
―
八
八
頁
、「
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
テ
ン
プ
ル
」（『
同
』
第
四
巻
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）
五
七
―
八
五
頁
、「
キ
ル
ル
ー
ト
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
」（『
岡
山

大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』
第
一
三
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）
四
三
―
五
二
頁
。

（
２
）　

ド
ロ
シ
ー
の
手
紙
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ド
ロ
シ
ー
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
手
紙
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）（
Ⅲ
）」（『
岡
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
集
録
』

第
一
六
一
号
、
二
〇
一
六
年
）
七
七
―
八
五
頁
、（『
同
』
第
一
六
二
号
、
二
〇
一
六
年
）
一
一
一
―
二
一
頁
、（『
同
』
一
六
四
号
、
二
〇
一
七
年
）

四
九
―
五
五
頁
を
参
照
願
い
た
い
。

（
３
）　Sw

ift, 

“The Fam
ily of Sw

ift,

” in T
he Prose W

ritings of Jonathan Sw
ift, ed. H

erbert D
avis et al., 14 vols. 

（O
xford: Basil 

Blackw
ell, 1939-68

）, V
, p. 194.

（
以
下
、
本
全
集
はPW

と
略
記
す
る
。）
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（
４
）　O

xford D
ictionary of N

ational Biography, s.v. 

“Sidney, H
enry, First Earl of Rom

ney

”.

（
５
）　Gilbert Burnet, H

istory of H
is O

w
n T

im
e, w

ith N
otes by the E

arls of D
artm

outh and H
ardw

icke, Speaker O
nslow

, and D
ean 

Sw
ift, 6 vols. （O

xford, 1823

）, IV
, p. 8.

（
６
）　Sw

ift, 

“Fam
ily of Sw

ift,

” in PW
, V

, p. 195.
（
７
）　Sw

ift, 

“The Problem
,

” in Jonathan Sw
ift: T

he Com
plete Poem

s, ed. Pat Rogers （H
arm

ondsw
orth: Penguin Books, 1983

）, pp. 
82-83.

（
以
下
、
本
詩
集
はCom

plete Poem
s

と
略
記
す
る
。）

（
８
）　S. J. Connolly （ed.

）, O
xford Com

panion to Irish H
istory, 2nd edn. （O

xford: O
xford U

niversity Press, 2002

）, p. 345.

（
９
）　Sw

ift, 
“Fam

ily of Sw
ift,

” in PW
, V

, p. 195.

（
10
）　Irvin Ehrenpreis, Sw

ift: T
he M

an, H
is W

orks, and the A
ge, 3 vols. （London: M

ethuen, 1962-83

）. II, pp. 6-7.

（
11
）　Sw

ift, 

“Fam
ily of Sw

ift,

” in PW
, V

, p. 195.

（
12
）　Sw

ift, 

“The D
iscovery,

” in Com
plete Poem

s, pp. 83-85.

（
13
）　Sw

ift, 

“Fam
ily of Sw

ift,
” in PW

, V
, p. 195. 

以
下
の
伝
記
も
参
照
さ
れ
た
い
。D

eane Sw
ift, A

n E
ssay upon the Life, W

ritings, and 
Character of D

r. Jonathan Sw
ift, Sw

iftiana X
IV

 

（1755; rpt. N
ew

 Y
ork: Garland Publishing, 1974

）, pp. 112-14; John 
H

aw
kesw

orth, A
n A

ccount of the Life of the R
everend Jonathan Sw

ift, D
.D

., D
ean of St. Patrickʼs, D

ublin, in T
hree 

Biographical Pam
phlets, 1745-1758, Sw

iftiana X
III 

（1755; rpt. N
ew

 Y
ork: Garland Publishing, 1975

）, p. 8; W
. H

. D
ilw

orth, 
T

he Life of D
r. Jonathan Sw

ift, D
ean of Saint Patrickʼs, D

ublin, 1758, in ibid., pp. 11-12; W
alter Scott, M

em
oirs of Jonathan 

Sw
ift, D

.D
., D

ean of St. Patrickʼs, D
ublin, 2 vols. 

（Paris, 1826

）, p. 59; John Forster, T
he Life of Jonathan Sw

ift, vol. I 

（London, 1875

）, pp. 109-10; H
enry Craik, T

he Life of Jonathan Sw
ift, 2nd edn., 2 vols. 

（1894; rpt. N
ew

 Y
ork: Burt Franklin, 

1969

）, I, p. 99.

（
14
）　T

hom
as Sheridan, T

he Life of the R
ev. D

r. Jonathan Sw
ift, D

ean of St. Patrickʼs, D
ublin, Sw

iftiana X
V

 

（1784; rpt. N
ew

 
Y

ork: Garland Publishing, 1974

）, pp. 33-34.

（
15
）　Louis A

. Landa, Sw
ift and the Church of Ireland （O

xford: Clarendon Press, 1965

）, pp. 29-32; Ehrenpreis, Sw
ift, II, pp. 9-11.

（
16
）　

マ
ー
シ
ュ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ダ
ブ
リ
ン
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
時
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
」
一
六
八
―
六
九
頁
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
17
）　Landa, Sw

ift and the Church of Ireland, p. 30.

（
18
）　

ボ
ル
ト
ン
が
辞
退
し
た
あ
と
、
高
等
法
院
は
次
な
る
適
任
者
と
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ン
グ
に
打
診
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
も
家
庭
の
事
情
か
ら

断
り
、
結
局
、
話
は
振
り
出
し
に
戻
っ
て
、
ボ
ル
ト
ン
へ
の
妥
協
案
の
提
示
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
候
補
に
挙
が
っ
た
ス
タ
ー

諷刺作家の誕生（一）25

二
五



ン
、
シ
ン
グ
、
ボ
ル
ト
ン
の
三
名
は
、
の
ち
に
ス
ウ
ィ
フ
ト
と
強
い
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

（
19
）　SW

ift, 

“Fam
ily of Sw

ift,

” in PW
, V

, p. 195. 

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
三
〇
歳
と
い
う
数
字
は
正
確
で
は
な
い
。
人
選
が
始
ま
っ
た
一
七
〇
〇

年
の
一
月
に
、
彼
は
す
で
に
三
二
歳
に
な
っ
て
い
た
。

（
20
）　Ehrenpreis, Sw

ift, II, p. 12.
（
21
）　

教
区
主
任
牧
師
と
教
区
代
理
牧
師
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
キ
ル
ル
ー
ト
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
」
四
五
頁
で
簡
単
に
説
明
し
て
い
る
。

（
22
）　John Boyle, 5th Earl of Cork and O

rrery, R
em

arks on the Life and W
ritings of D

r. Jonathan Sw
ift, ed. João Fróes 

（N
ew

ark: U
niversity of D

elaw
are Press; London: A

ssociated U
niversity Presses, 2000

）, p. 99, n. 12.

（
23
）　John H

ealy, H
istory of the D

iocese of M
eath, 2 vols. 

（D
ublin: A

ssociation for Prom
oting Christian K

now
ledge, 1908

）, II, pp. 
14-15; Landa, Sw

ift and the Church of Ireland, p. 35. 

な
お
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
着
任
し
た
と
き
の
ミ
ー
ズ
主
教
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
テ
ニ
ス
ン

（Richard T
enison, 1642-1705

）
で
あ
っ
た
。
ミ
ー
ズ
主
教
に
な
る
前
は
ク
ロ
ー
ガ
ー
主
教
を
務
め
、
優
れ
た
説
教
で
多
く
の
非
国
教
徒
を
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
教
会
に
改
宗
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た
。
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
時
代
の
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
友
人
ヘ
ン
リ
ー
・
テ
ニ
ス
ン
（H

enry 
T

enison, 1666/7-1709
）
は
、
彼
の
息
子
で
あ
る
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
ン
の
後
任
と
し
て
ク
ロ
ー
ガ
ー
主
教
に
な
っ
た
の
は
、
カ
レ
ッ
ジ
時
代
の
ス

ウ
ィ
フ
ト
の
チ
ュ
ー
タ
ー
で
、
彼
に
新
し
い
科
学
的
知
識
を
付
与
し
た
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ッ
シ
ュ
（St. George A

she, 1658-1718

）
で

あ
っ
た
。

（
24
）　Landa, Sw

ift and the Church of Ireland, p. 36.

（
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）　Ibid., p. 37.

（
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）　Ibid., pp. 42-43.

（
27
）　Ibid., p. 43.

（
28
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）　Ibid., pp. 37, 43, 44; Ehrenpreis, Sw
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ift,

” in PW
, V
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（
31
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cM
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ravels: Sw
ift and Ireland （Belfast: A

ppletree Press; N
ew

 Y
ork: St. M

artinʼs  Press, 1994

）, p. 
41.

（
32
）　Sw

ift to Jane W
aring （4 M

ay 1700

）, in T
he Correspondence of Jonathan Sw

ift, D
.D

., ed. D
avid W

oolley, 4 vols. （Frankfurt 
am

 M
ain: Peter Lang, 1999-2007

）, I, p. 141.

（
以
下
、
本
書
簡
集
はCorr. 
と
略
記
す
る
。）

（
33
）　Paul V

. T
hom

pson and D
orothy J. T

hom
pson 

（eds.

）, T
he A

ccount Books of Jonathan Sw
ift 

（N
ew

ark: U
niversity of 
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D
elaw

are Press; London: Scolar Press, 1984

）, pp. cxi-cxii.

（
34
）　Sw

ift to V
iscount Bolingbroke （14 Sep. 1714

）, in Corr., II, p. 79.
（
35
）　A

rthur Y
oung, A

 T
our in Ireland, ed. Constantia M

axw
ell （1925; rpt. Belfast: Blackstaff Press, 1983

）, p. 183.
（
36
）　Sw

ift to Esther V
anhom

righ （8 July 1713

）, in Corr., I, p. 513.
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ift, I, p. 121, n.; Landa, Sw
ift and the Church of Ireland, pp. 37, 39; Ehrenpreis, Sw

ift, II, p. 94.
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）　Sw

ift to Esther V
anhom

righ （8 July 1713

）, in Corr., I, pp. 513-14.
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39
）　Edw

ard Synge, A
 Brief A

ccount of the Law
s N

ow
 in Force in the K

ingdom
 of Ireland, for E

ncouraging the R
esidence of the 

Parochial-Clergy, and E
recting of E

nglish Schools （D
ublin, 1723

）, A
ppendix, p. 51.

（
40
）　Sw

ift to A
rchbishop K

ing 

（22 D
ec. 1716

）, in Corr., II, p. 203. 

ラ
ン
ダ
は
、
借
り
受
け
た
土
地
は
二
三
エ
ー
カ
ー
と
し
て
い
る
が

（Landa, Sw
ift and the Church of Ireland, p. 40

）、
正
し
く
は
二
〇
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

（
41
）　Sw

ift to V
iscount Bolingbroke （14 Sep. 1714

）, in Corr., II, p. 79.

（
42
）　Sw

ift to Esther V
anhom

righ （8 July 1713

）, in Corr., I, p. 514.

（
43
）　Sw

ift to K
nightley Chetw

ode （27 M
ay 1725

）, in Corr., II, p. 554.

（
44
）　

拙
稿
「
諷
刺
の
精
神
と
ス
ウ
ィ
フ
ト
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）」（『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
五
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
一
四
八
―
七
七
頁
、

（『
同
』
第
五
巻
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
八
―
四
七
頁
。

（
45
）　Sw

ift to D
ean Stearne （17 A

pr. 1710
）, in Corr., I, p. 279.

（
46
）　W

alter Scott, M
em

oirs of Jonathan Sw
ift, D

.D
., D

ean of St. Patrickʼs, D
ublin, 2 vols. 

（Paris, 1826

）, I, p. 66; T
he W

orks of 
Jonathan Sw

ift, Containing A
dditional Letters, T

racts, and Poem
s N

ot H
itherto Publisheded, ed. Sir W

alter Scott, 2nd edn., 19 
vols. （London, 1883-84

）, I, p. 60.

（
47
）　Landa, Sw

ift and the Church of Ireland, p. 38.

（
48
）　P. V
. T

hom
pson and D

. J. T
hom

pson （eds.

）, A
ccount Books of Jonathan Sw

ift, pp. 28-29, 32, 50-51.

（
49
）　

エ
ー
レ
ン
プ
ラ
イ
ス
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
ス
ミ
ス
に
基
本
給
と
し
て
年
俸
五
七
ポ
ン
ド
支
払
い
、
追
加
の
仕
事
を
さ
せ
る
場
合
は
特
別
手
当
を
支

給
し
て
い
た
と
し
て
い
る
（Ehrenpreis, Sw

ift, II, p. 97

）。
だ
が
特
別
手
当
は
と
も
か
く
と
し
て
、
少
な
く
と
も
会
計
簿
か
ら
基
本
給
五
七
ポ
ン

ド
と
い
う
数
字
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
節
倹
家
で
、
そ
の
生
活
は
常
に
つ
ま
し
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
他
人
に
対
し
て
吝

嗇
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、む
し
ろ
気
前
の
良
い
と
ろ
が
あ
り
、貧
窮
者
に
対
し
て
は
慈
善
心
も
あ
っ
た
。も
し
ス
ミ
ス
に
支
払
っ
た
金
額
が
エ
ー

レ
ン
プ
ラ
イ
ス
の
言
う
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、相
場
を
は
る
か
に
超
え
る
俸
給
は
、ス
ウ
ィ
フ
ト
の
そ
う
し
た
傾
向
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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あ
る
い
は
、
聖
職
禄
が
少
な
い
と
こ
ぼ
し
て
い
た
の
と
は
裏
腹
に
、
実
は
ラ
ラ
カ
ー
教
区
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
証
左
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。

（
50
）　Sw

ift to A
lexander Pope （26 Feb. 1729

）, in Corr., III, p. 285.
（
51
）　P. V

. T
hom

pson and D
. J. T

hom
pson （eds.

）, A
ccount Books of Jonathan Sw

ift, pp. xcv-xcvi.
（
52
）　

た
と
え
ば
、Sw

ift to A
chdeacon W

alls （3 July 1714

）, in Corr., I, pp. 632-33

を
参
照
。

（
53
）　P. V

. T
hom

pson and D
. J. T

hom
pson （eds.

）, A
ccount Books of Jonathan Sw

ift, pp. xxxv-xli.

（
54
）　

ス
ウ
ィ
フ
ト
は
強
い
経
済
観
念
を
持
っ
て
い
た
。
土
地
の
購
入
や
永
代
借
地
を
し
た
の
も
そ
の
表
れ
で
あ
る
。
彼
は
、
家
計
に
関
す
る
助
言
者
お

よ
び
雑
役
係
と
し
て
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ボ
ー
モ
ン
ト
（Joseph Beaum

ont, d. 1731

）
と
い
う
人
物
を
雇
っ
て
い
る
。
ボ
ー
モ
ン
ト
は
リ
ン
ネ
ル
と

雑
貨
を
扱
う
ト
リ
ム
の
商
人
で
、
長
年
ス
ウ
ィ
フ
ト
に
献
身
的
に
仕
え
た
。
そ
の
仕
事
内
容
は
、
経
済
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
、
食
品
・
嗜
好
品
・

食
器
・
日
用
品
・
酒
類
の
調
達
、
家
屋
の
建
築
場
所
の
決
定
や
立
面
図
の
作
成
、
洗
濯
や
借
馬
の
世
話
な
ど
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
生
活
全
般
に
わ
た
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
会
計
簿
」
に
は
ボ
ー
モ
ン
ト
の
名
前
が
頻
繁
に
出
て
く
る
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
信
頼
厚
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
彼
の

親
し
い
友
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
だ
が
次
第
に
精
神
を
病
み
、
や
が
て
自
分
で
命
を
絶
っ
て
い
る
。
な
お
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
支
出
に
つ
い
て
は
以
下

を
参
照
。Ehrenpreis, Sw

ift, II, pp. 97-99; D
avid N

okes, Jonathan Sw
ift, A

 H
ypocrite R

eversed: A
 Critical Biography 

（O
xford: 

O
xford U

niversity Press, 1985
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浦
謙
『
炎
の
軌
跡

―
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
生
涯
』（
南
雲
堂
、
一
九
九
四
年
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四

八
頁
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55
）　
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式
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聖
職
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し
た
の
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、
一
カ
月
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ど
の
ち
の
一
〇
月
二
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日
で
あ
る
。

（
56
）　W
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 M

onck M
ason, T

he H
istory and A

ntiquities of the Collegiate and Cathedral Church of St. Patrick near D
ublin, 

from
 Its Foundation in 1190, to the Y

ear 1819 ...... （D
ublin, 1820

）, pp. 48-68; Landa, Sw
ift and the Church of Ireland, p. 45.

（
57
）　Sw

ift, 

“A Character of Prim
ate M

arsh,

” in PW
, V

, p. 211.

（
58
）　

ち
な
み
に
、
一
七
〇
八
年
の
収
入
は
、「
会
計
簿
」
に
よ
れ
ば
一
三
ポ
ン
ド
五
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た
。P. V

. T
hom

pson and D
. J. 

T
hom

pson （eds.

）, A
ccount Books of Jonathan Sw

ift, p. 88.

（
59
）　Laurence Sterne, A

 Sentim
ental Journey through France and Italy, in T

he Com
plete W

orks and Life of Laurence Sterne, ed. 
W

ilbur L. Cross, 6 vols. （1904; rpt. A
M

S Press, 1970

）, III, p. 73
（
松
村
達
雄
訳
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』
岩
波
書
店
、
一
九

五
二
年
、
三
六
頁
）.

（
60
）　Forster, Life of Jonathan Sw

ift, I, pp. 16-17; Landa, Sw
ift and the Church of Ireland, p. 47.

（
61
）　

Ｌ
・
Ａ
・
ラ
ン
ダ
に
よ
れ
ば
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
が
職
務
を
十
分
に
果
た
さ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
多
く
が
、
初
穂
税
免
除
の
よ
う
な
教
会
全
体
に
関
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わ
る
仕
事
や
政
治
的
影
響
力
を
行
使
す
る
よ
う
な
活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
職
務
を
十
分
に
果
た
せ
な
く
て
も

問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、
い
わ
ば
特
別
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。Landa, Sw

ift and the Church of Ireland, p. 46.
（
62
）　

学
位
を
取
得
す
る
の
に
特
別
な
勉
学
は
必
要
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
酒
食
を
供
し
て
関
係
者
を
も
て
な
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
は
、

手
数
料
と
饗
応
に
年
収
の
五
分
の
一
に
当
た
る
四
四
ポ
ン
ド
使
っ
て
い
る
。
学
位
が
授
与
さ
れ
た
の
は
、
一
七
〇
二
年
二
月
一
六
日
で
あ
っ
た
。

Ehrenpreis, Sw
ift, II, p. 76; Leo D

am
rosch, Jonathan Sw

ift: H
is Life and H

is W
orld 

（N
ew

 H
aven: Y

ale U
niversity Press, 

2013
）, p. 101.

諷刺作家の誕生（一）29

二
九




